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全
構
宝
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“

盟
蹴
地
元
ゃ原

告
耐
‐３‐‐
限

躙
田
隅
騨
潜
欄
鶴
剛
瞬
ヘ

姉
鵬
秘
組
批
徹
差
止
め
、

仮
処
分
求
め
る

宇
治
市
の
開
津
水
幻
休
止
問
題
で
市
水
道
部
か
ら
話
し
な
い
打
ち
切
り
を
通
告
古
れ
た
地

元
は
３
１
１
人
の
服
管
団
を
構
成

開
地
区
自
給
紙
宏
民
言
の
値
正
和
寛
会
長
を
代
表
に
韓
え
て

‐８
日
に
宇
治
市
を
相
手
敢
っ
て
京
都
地
裁

へ
提
録
す
る
。

要
求
は
「開
浄
水
場
休
止
基
止
等
摘

求
事
件
』
と
そ
れ
の
優
処
分
を
決
め
る
２
本
立
て
。

三
互

市
水
道
部
は
早
け
れ
ば
来
週
後
半
に

も
府
営
水

へ
の
切
り
替
え
作
業
を
予
定
し
て
お
り
，地

元
の
緊
襲
頼
が
高
ま
っ
て
い
る
ロ

原
水
の
鋭
ギ
キ
一汚
楽
な

ど
を
ｍ話

に

正
獲

両

見

市
水
道
部
が
休
止
を
市
綸

会
に
報
節
Ｌ

磐

充
と
は

８
同
に
わ
た
っ
て
結
し
台

い
を
持

っ
た
。

先
月
１９
出

に
は
閣
浄
ホ
親
と
府
営
水

の
補
永
単
価
に
つ
い
て
強
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宇
湾
日
原
町
盆
出
猟
盟
Ｘ
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『
体
力
強
化
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
』

邸

道
路
建
設
と
土
地
活
用
強
調

宇
治
口
原
町
『新
年
の

つ
ど
掛

が
Ｈ
母

Ｊ
Ａ
拭

都
や
ま
し
ろ
宇
治
畑
原
支

店
で
倍
さ
れ

、
各
界
各
鷹

な
与
約
１
野
？
余
１ｌｉ
離
〕

３
■
軍
ヨ
ｔ
に
′
，
二
五
“３
卜
』ユ
耳
ヨ

と
し
た
地
概
産
業
人
材
市

」堅
軍
来
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い

とヽ
決
量
を
述
べ

．

来
貨
の
地
上
進
・府
山
械

畳

磐

・

Ｔ
こ
Ｒ
ヽ
ま
に
ど屯
・，
配
Ｔ
，、
　
″
ゝ

も
と
に
寺
抱
す
る
。

も
っ

た
い
な
い
…
と
い
っ
た
号

え
方
を
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
力
晩

「
こ
の
よ
う
な
競
出
削

減
二
Ｌ
，
ご
魯
町

′
と
オ

本
町
に
と
っ
て
は
、通

路

を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
穴
か
せ
な
い
」

と
強
調
し
た
。

そ
し
て
「新
名
神
の
食

線
由
控
促
趣
、

国
■
３
０

７
お
呉
山
田
パ
イ
パ
ス
、

府
通
宇
治
木
屋
線
南
パ
イ

パ
ス
、

府
道
宇
治
聞
原
大

Ｕ
史
線
拡
怖
守
の
性
別
死

成
、

縮
市
針
回
週
路
山
手

榔
の
令
線
事
業
化
な
ど
を

■
モ
ン、
，Ｆ
■
１
再
二
善
Ｕ

恥
障
み
の
り
幼
稚
田

宰
治
帝
神
明
石
塚
硝
　
★
れ
ロ
パ
ス
完
備
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地
元
で
は
播
じ
合
い
と

並
行
し
て
捉
訴
の
準
備
を

出
め
、

原
告
田
と
し
て
名

前
を
通
ね
る
こ
と
を
猛
播

し
た
の
は
目
標
の
３
借
と

な
る
３
１
１
人
と
な
り
、

一
日
■
０
０
０
円
の
訴
船

カ
ン
パ
は
対
万
円
を
突
破

し
た
．

最
短
で
素
週
機
半

に
帝
水
道
部
矛
切
り
讐
え

作
業
に
着
手
す
る
こ
と
が

想
定
書
れ
る
な
か
、

１０
日

程
に
は
輝
雪

一次
本
道
問

〓軍
毬
電
員
会
を
開
宝

・８
日
に
提
訴
す
る
こ
と
を

求
電

本
村
正
幸
水
対
養

員
長
は
頭
聴
縦
中
だ
っ
た

語
じ
あ品

拒
習
は
地
略

路
特
定
配
源
の
取
り
強
い
．

町
提
は
日
塁
に

，町
に
は

１
億
円
輔
の
特
定
財
裸
那

人
っ
て
い
る
が
，

特
例
税

率
が
廃
止
さ
れ
る
と
約
半

分
に
波
る
。

さ
ら
に
全
部

を
廃
止
し
て
一
般
財
源
化

…
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ヽ

提
訴
せ
ぎ
る
を
え
な
い
」

と
償
っ
て
い
る
。

日
曽
画
の
代
表
は
俊
正

会
長
と
し
、

国
象
購
倍
摘

求
訴
強
を
含
め
て
『開
津

水
増
体
止
窪
止
等
締
求
事

告

を
起
手
す
と
と
も
に
、

そ
の
仮
処
分
を
要
求
．

原

竹
団
３
１
１
人
に
加
え
、

開
地
区
日
治
理
合
会
の
名

称
も
加
え
、

被
告
と
な
る

市
代
表
・久
模
田
昴
市
長
）

を
航
寛
亀

一友
市
水
道
部
Ｌ
で

き是
資
く
切患
品

た
鳴

現
在

ゃ事
皿
溺
挙
．

避
め
て
お
り
、来

通
に
圧
舶

と邸
雪
喜
嘱
震
モ
発
生
齢

郭講
撻
仰離
程解

き
を
加
速
さ
せ
て
い
る
一
姉

Ｓ
ほ
４０００
万
円
の
秘
収
減
に
棋
市
聯

琳
愁称
道
路
特
定
財
潤
見
直
し
な
ら

地
元
て
活
動
す
る
井
辞

京
子
需
院
議
員
雪
邑
０
の

事
務
所
は
Ｈ
同
、

今
年
３

月
で
法
期
限
が
切
れ
る
道

路
特
定
財
源
の
習
定
視
専

の
地
元
影
コ
に
つ
い
て
本

紙
に
連
絡
し
て
皆
穐

暫
定
税
率
に
よ
る
上
乗

世
傾
は
脩
連
告
昼
査
積
で
▼

宇
治
市
＝
３
億
１
７
０
０

万
円
マ
載
路
市
＝
ｌ
償
４

０
０
０
万
円
▼
久
碑
山
町

１１
４
８
０
０
万
円
）
宇
治

目
母
甲
虫
５
０
ｏ
万
円

各
自
治
体
と
も
遺
路
特
定

財
源
（自
動
軍
取
営
環

地

方
道
路
讃
与
幌

自
詢
車

配
と
出
与
税
〕
と
し
て
入

っ
て
い
る
税
ほ
の
４。
．
４

％
に
あ
た
り
、

暫
定
税
率

を
延
長
す
る
法
案
が
可
決

さ
れ
な
い
と
各
自
治
体
に

と
っ
て
大
き
な
マ
イ
ナ
ス

と
な
る
。

た
だ
、

民
差
党
が
主
張

す
る
よ
う
に
暫
定
税
様
が

撤
廃
百
れ
れ
ば
ガ
ソ
リ
ン

が
２５
円
（１
出
あ
た
り
）
安

く
な
る
。

自
民
覚
は
そ
れ

を
解
め
た
士
モ
親

収
入

が
な
く
な
る
た
め
，

地
方

整
整
革
蒋
盆
塁
〒
置

と
主
孤
．

財
政
状
況
が
２

市
２
町
で
行
に
昔
し
い
就

隅
市
を
は
じ
晩
各
自
治

体
の
子
揮
に
も
緒
む
問
題

だ
け
に
今
後
〓
ね
じ
れ
顧

会
」
で
の
書
路
が
注
目
さ

れ
る
。

町
の
生
き
残
り
を
か
け
た

道
臨
整
備
が
で
き
な
い
こ

と
に
な
る
」
と
危
ほ
。

「地

方
の
構
産
に
追
い
辞
ち
を

か
け
、

自
主
自
立
の
道
を

断
つ
も
ユ
官
口
の
で
あ
■

何
と
し
て
も
遭
路
特
定
財

酒

器

盤

み
嘉

保
さ
れ
る
よ
う
印
や
政
党

に
強
く
要
研
し
て
い
書
た

世
土
苗
醤
求
め
名

真

剣

だ

と

知
恵
が
出
る

新
書
Ｈ
演
合

ま
た
、

宇
治
四
原
町
の

期
年
の
つ
ど
い
で
は
毎
気

硬
廠
撤
り
交
ぜ
た
企
画
を

取
り
入
れ
て
お
り
、

今
回

は
光
・松
下
電
郡
雄
業
僻
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大
切
．

感
動
と
い
う
文
字

患

雷

島

雷

か
ら
な
り
、

そ
の
間
に
即

と
い
れ
た
嫡
即
動
を
力
に

付
け
よ
う
。

知
識
と
熱
意

も
体
験
が
加
わ
ら
な
い
と

瑠
笠
雛
即
般ｗ

が
出
る
。

中
途
ギ
端
だ
と
一

愚
粛
が
出
亀

い
い
か
げ

れ
だ
と
甘

い
被
ば
か
り
」

と
掛
り
か
け
た
。
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